
「ありがとう」でしめくくる 最高の 1 日    
  
５月３０日、澄みわたる青空のもと、新しくなった東郷小のグラウンドで、運動会を開催しました。 

今年度のスローガンである「一心同体 仲間と協力し 勝利をつかんで 最高の 1 日にしよう」を   

実現するために、実行委員長 椎名さくらさん、赤組組頭 奥山 果歩さん、白組組頭 東海林旭さんを

中心に準備・練習を積み重ねてきました。 

開会式のあいさつの中で、「０．１秒でもいいので自己ベストを更新するためにゴールまで全力で  

走りきってほしい。勝負にこだわり、1 点でも多く得点するために全力を出し切り最高の笑顔を見せて

ほしい」と子どもたちに伝えました。 

競技が始まると、その言葉の通り、熱い思いがぶつかり合う熱戦が繰り広げられました。徒競走で  

１位になり、ニコニコ笑顔で賞状を手にする子、逆に入賞できずに、悔し涙を流す子、団体競技で勝利し、

「とったぞー！」と叫びながら誇らしげにのぼりを掲げるリーダーの姿、負けた悔しさを押し殺し、「次の

種目は勝つぞ！」と仲間を鼓舞する応援団の姿…。 

そして、力を出し切って迎えた閉会式。目をつむり、祈りながら結果発表を待つ子どもたち。結果は、

赤組 ４６１点 白組 ４６５点で白組の優勝！白組は応援賞も獲得し、完全優勝を果たしました。    

最後までどちらが勝つかわからない白熱した戦いに、応援に来てくださった方からはどちらの組にも

大きな拍手を送っていただきました。 

 

結果発表の直後、悔しい思いをしているはずの赤組の応援団長 菅原 結翔さんは「ありがとう」と 

言いながら白組に拍手を送っていました。全力を出し切って戦った相手に対して感謝の思いを伝える

姿を見て、澄みきった青空のように、晴れやかな気持ちに 

なりました。 

今回の運動会で経験した、全力を出し切って、思い切り 

喜んだり涙を流して悔しがったりする体験＝感動体験は、 

子どもたちの成長につながると信じています。 

運動会の期間は、お互いにエネルギ－をぶつけ合って  

きましたが、これからは、心を一つにして、笑顔あふれる  

東郷小を創っていきます。 

 

保体部を中心に運営を支えてくださった保護者の皆様、暑い

中、会場に足を運んで声援を送ってくださった皆様に感謝申し

上げます。ありがとうございました。 
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上学年・下学年リレーでは、学年
をこえてバトンをつなぎました。 
東郷小は、先輩から引き継いだ１

５０年の歴史を引き継ぎ、未来に向
かって駆け抜けます！ 

カラー版のお便りを

ご覧いただけます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白熱した運動会！ 優勝 白組 応援賞 白組 

総合得点 赤組：４６１点 白組：４６５点 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

大活躍！ 最後の市陸上競技記録会 

 今年度が最後の開催となる東根市陸上競技記録大会に６年生が出場しました。全員が、運動会同様 

全力を出し切った記録会になりました。入賞した選手を紹介します。 

 

 

 

４年生が中心となって「緑の少年団活動」を行っています。３・４年生で、プランターに花の苗を植える活動を行いました。水かけも 

４年生が行っています。また、緑の募金活動を行い、集まった募金 10,030 円を東根市に寄贈しました。 

女子８０ｍハードル 第１位 椎名さくらさん 

女子走り幅跳び   第２位 奥山 果歩さん 

男子８０ｍハードル 第３位 東海林 旭さん 

男子１００ｍ      第４位 滝口 悠真さん 

男子走り高跳び   第７位 滝口 凌汰さん 

３年生が、国語の学習で運動会の感想や学んだことを作文にまとめました。東郷小では、知識の習得だけでなく、行事と教科の   

学習をつなげて、思考力や表現力等の資質能力を伸ばす授業づくりについての研修に取り組んでいます。 


